
(57)【要約】

【課題】陶磁器質タイルで仕上げられる舗装はその下地

・張り付け材料（コンクリート、下地モルタル、張り付

けモルタル）に透水性がないため、優れた仕上げ材であ

っても透水性舗装、保水性舗装はできなかった。

【解決手段】硬化材を含む混合物を造粒し、その造粒物

が硬化する前に敷き均して押さえて下地を形成し、透水

性能、保水性能を得る。張り付け材料、目地にも同様の

手段により、透水性、保水性を持たせる。タイルにも開

口等を設け透水性を付与する。また同技術を応用したタ

イル化粧ブロックを予め製造しておく。　

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 舗 装 す べ き 路 面 の 路 床 上 面 に 路 盤 砕 石 を 敷 設 し 、 そ の 上 面 に 、 骨 材 、 硬 化 材 、 そ の 他 の
配 合 材 料 の 混 合 物 を 造 粒 し て 敷 き 均 し た 造 粒 物 層 を 形 成 し 、 該 造 粒 物 層 上 面 に 陶 磁 器 質 タ
イ ル を 載 せ 、 叩 き 押 さ え て 張 り 付 け る 透 水 性 舗 装 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 透 水 性 を 有 す る 陶 磁 器 質 タ イ ル を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 透 水 性
舗 装 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 請 求 項 １ お よ び 2に お い て 、 造 粒 物 層 が 硬 化 し た 後 の 層 上 面 に 未 硬 化 の 造 粒 物 層 を 敷
設 し た 二 層 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 透 水 性 舗 装 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ お よ び ３ に お い て 、 張 り 付 け 材 料 を 造 粒 せ ず ペ ー ス ト 状 で 、 下 地 面 或 い は タ イ
ル 裏 面 に 点 状 や 四 角 状 、 筋 状 に マ ス ク や 櫛 目 コ テ 等 を 用 い て 塗 布 し 、 前 項 同 様 タ イ ル を 張
り 付 け る 透 水 性 舗 装 工 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ に お い て 、 目 地 部 に 透 水 性 を 有 す る 目 地 材 料 を 詰 め る 透 水 性 舗 装 工 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ に お い て 、 そ の 他 の 配 合 材 料 に 窯 業 原 料 製 造 時 に 発 生 す る 未 利 用 廃 土 キ
ラ を 使 用 し た こ と を 特 徴 と す る 舗 装 工 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 骨 材 、 硬 化 材 、 そ の 他 の 配 合 材 料 の 混 合 物 を 造 粒 し 、 そ の 造 粒 物 の 硬 化 前 に 、 成 型 し 、
養 生 硬 化 さ せ た 透 水 性 ブ ロ ッ ク の 表 側 に 透 水 性 陶 磁 器 質 タ イ ル を 合 体 さ せ た 透 水 性 タ イ ル
化 粧 ブ ロ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 透 水 性 舗 装 、 排 水 性 舗 装 、 保 水 性 舗 装 に お け る 路 盤 或 い は 基 層 部 上 に 舗 設 さ
れ る 陶 磁 器 質 タ イ ル で 仕 上 げ ら れ た 表 層 部 へ の 透 水 機 能 、 保 水 機 能 付 与 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 陶 磁 器 質 タ イ ル （ 以 下 タ イ ル と 記 す ） を 外 部 床 に 施 工 す る 場 合 は 、 タ イ ル が 薄 く
モ ザ イ ク タ イ ル で は １ ０ ｍ ｍ 以 下 、 床 タ イ ル で は ２ ５ ｍ ｍ 以 下 の 曲 げ 強 度 が 弱 い た め に 、
強 固 な 下 地 を 要 し 、 通 常 、 歩 道 の 場 合 、 路 床 １ 上 に 路 盤 砕 石 ２ を 敷 設 し 、 そ の 上 に １ ０ ０
ｍ ｍ 程 度 の 厚 さ の コ ン ク リ ー ト ９ を 打 設 し 、 更 に こ の 上 に 下 地 モ ル タ ル １ ０ を ３ ０ ｍ ｍ 程
度 塗 っ て 平 ら に 仕 上 げ 、 こ れ を 下 地 と し て 、 タ イ ル ６ を 張 付 け 材 料 の セ メ ン ト モ ル タ ル １
１ で 張 り 付 け る （ 図 １ ） 。 コ ン ク リ ー ト か ら 張 り 付 け 用 の セ メ ン ト モ ル タ ル ま で 、 透 水 性
は な い 。 ま た 目 地 に は セ メ ン ト モ ル タ ル が 詰 め ら れ る が 、 こ れ に も 透 水 性 は な い か ら 、 タ
イ ル 化 粧 の 床 面 で は 透 水 性 を 持 た せ る こ と は 不 可 能 で あ っ た 。 も と も と 下 地 に 透 水 性 は な
い か ら 、 タ イ ル の み に 、 透 水 性 を 持 た せ る 意 味 は な く 、 市 販 さ れ て も 来 な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 図 ２ の よ う に 、 タ イ ル に や や 似 た 外 観 で 透 水 性 の あ る 舗 装 に 、 焼 成 し て 製 造 さ れ る
透 水 性 セ ラ ミ ッ ク ブ ロ ッ ク ８ を 使 う 方 法 が あ り 、 こ れ は そ の 透 水 性 セ ラ ミ ッ ク ブ ロ ッ ク ８
の 厚 さ が ６ ０ ｍ ｍ ～ １ ２ ０ ｍ ｍ と 厚 く 、 曲 げ に 対 し て 強 い か ら 、 直 接 路 盤 砕 石 ２ の 上 に 砂
７ を 敷 き 、 透 水 性 セ ラ ミ ッ ク ブ ロ ッ ク ８ を 砂 ７ に そ の 一 部 を 埋 め 込 む （ 砂 伏 せ ） 。 透 水 性
は 確 保 さ れ る が 、 焼 成 重 量 が 多 く な り コ ス ト 高 、 輸 送 費 が 高 く 出 荷 地 域 が 限 定 さ れ る 、 形
状 が 一 定 以 上 の 大 き さ が 必 要 で 外 観 が 限 定 さ れ る な ど の 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 透 水 性 舗 装 と し て 広 く 行 わ れ て い る 方 法 に 開 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 に よ る 方 法 が あ る
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が 、 見 栄 え は 良 く な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ３ ２ ４ ４ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ０ ３ ０ ５ ８ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 タ イ ル 化 粧 さ れ た 透 水 性 舗 装 を 可 能 に す る こ と で 、 そ の た め
に 、 タ イ ル か ら 下 地 ま で の 系 全 体 を 仕 上 げ 層 と し て と ら え 、 こ れ に 透 水 性 を 付 与 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 タ イ ル で 化 粧 さ れ た 透 水 性 舗 装 を 可 能 に す る た め に は 、
（ １ ） 従 来 の 下 地 部 分 （ コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル ） に 透 水 性 を 付 与 す る 。
（ ２ ） 張 り 付 け 材 料 、 目 地 材 料 に 透 水 性 を 付 与 す る 。
（ ３ ） タ イ ル に 透 水 性 を 付 与 す る 。
な ど が 必 要 で あ る 。 た だ し （ １ ） は 必 須 で あ る が 、 （ ２ ） （ ３ ） は 施 工 方 法 、 タ イ ル 形 状
に よ っ て は 必 要 の な い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ １ ） （ ２ ） の 透 水 性 、 保 水 性 付 与 は 特 願 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ０ ８ ５ ２ 　 発 明 の 名 称 「 造 粒 物
使 用 舗 装 工 法 及 び 透 水 性 ブ ロ ッ ク 」 の 発 明 技 術 を 使 う 。 こ の 技 術 は 硬 化 材 を 含 む 混 合 物 を
造 粒 し て 、 そ の 硬 化 前 に 施 工 、 仕 上 げ す る こ と を 特 徴 と す る 技 術 で 、 造 粒 物 間 の 空 隙 で 水
を 通 し 、 造 粒 物 内 の 毛 管 で 保 水 す る 。 相 反 す る 透 水 、 保 水 の 両 性 能 を 同 時 に 得 る 技 術 で あ
る 。 本 発 明 は こ の 技 術 を タ イ ル 施 工 に 応 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 下 地 の コ ン ク リ ー ト に は 、 既 存 の 透 水 コ ン ク リ ー ト を 使 っ て も よ い が 、 前 発 明 の 造 粒 物
使 用 の 方 法 に よ っ て も 良 い 。 後 者 で あ れ ば 、 保 水 性 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 タ イ ル 張 り の 下 地 は 精 度 が 必 要 で あ る 場 合 が 多 く 、 そ の た め に 通 常 コ ン ク リ ー ト の 上 に
モ ル タ ル を 塗 り 、 所 定 の 高 さ に 仕 上 げ る 。 本 発 明 は 従 来 の コ ン ク リ ー ト 部 分 も モ ル タ ル 部
分 も 前 発 明 の 造 粒 物 を 使 う 。 た だ し 必 要 に 応 じ 、 造 粒 物 を 構 成 す る 骨 材 粒 径 は 変 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 張 り 付 け 材 料 も 、 必 要 な 場 合 は 張 り 付 け モ ル タ ル に 代 え 前 発 明 の 造 粒 物 を 使 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 目 地 材 料 も 、 必 要 な 場 合 は 目 地 用 モ ル タ ル に 代 え 前 発 明 の 造 粒 物 を 使 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 タ イ ル は 均 一 粒 径 の セ ラ ミ ッ ク 破 砕 粒 を ガ ラ ス 質 で 溶 融 接 着 す る な ど し て 製 造 さ れ る 透
水 セ ラ ミ ッ ク ブ ロ ッ ク 同 様 の 製 法 で 作 っ て も 良 く 、 既 存 タ イ ル の 一 部 に こ れ を 組 み 込 み 、
透 水 部 分 を 設 け た タ イ ル と し て も 良 い 。 或 い は 表 裏 貫 通 し た 開 口 部 、 例 え ば 、 小 径 の 多 数
の 孔 を 設 け た タ イ ル や 数 個 の 大 き め の 孔 を 設 け た タ イ ル を 製 作 使 用 す る 。 一 例 を 図 ５ に 示
し た 。 ５ ０ ｍ ｍ 角 以 下 の モ ザ イ ク タ イ ル で は 、 目 地 に 透 水 性 を 持 た せ れ ば 、 透 水 性 の な い
タ イ ル を 使 っ て も 良 い 。 こ の 場 合 透 水 可 能 な 面 は 目 地 部 分 の み で あ る が 、 目 地 部 の 割 合 は
仕 上 げ 面 の 約 ２ ０ ％ あ り 、 目 地 や 下 地 の 透 水 係 数 を 大 き め に 設 計 す れ ば 、 面 と し て の 透 水
性 は 確 保 出 来 る 。 例 え ば 目 地 、 下 地 の 透 水 係 数 を ０ ． １ ｃ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ に 出 来 れ ば 、 面 と し
て は ０ ． ０ ２ ｃ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ の 透 水 性 が 得 ら れ る 。 下 地 の 透 水 性 の 確 保 は 前 発 明 の よ う に 、
造 粒 物 層 を そ の ま ま 表 面 の 仕 上 げ 面 と す る 場 合 に 比 べ れ ば 耐 摩 耗 性 や 仕 上 が り に つ い て の
配 慮 の 必 要 が な く か な り 容 易 で あ る 。 タ イ ル に 開 口 部 を 設 け る 場 合 も タ イ ル 表 面 積 の ２ ５
％ を 開 口 部 と す れ ば 、 仕 上 げ 面 全 体 で は 目 地 と と も に ４ ０ ％ の 透 水 可 能 面 積 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 タ イ ル 化 粧 さ れ た 透 水 性 舗 装 を 得 る た め の 方 法 と し て 、 下 地 の 作 り 方 で 以 下 の ３ 通 り の
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方 法 が あ る 。 い ず れ を 採 っ て も 良 い 。
（ １ ） 路 床 １ の 路 盤 砕 石 ２ の 上 に 下 地 を 作 ら ず 、 直 接 張 り 付 け る 方 法 で 、 路 盤 砕 石 ２ の 上
に 造 粒 物 を 、 敷 き 均 し 造 粒 物 層 ４ を 敷 設 し 、 直 ち に こ の 上 に 透 水 性 タ イ ル ５ を 載 せ 、 叩 き
押 さ え て 張 り 付 け る （ 図 ３ ） 。 従 来 の コ ン ク リ ー ト 、 下 地 モ ル タ ル 、 張 付 け モ ル タ ル の 役
割 を 、 造 粒 物 に 兼 ね さ せ 、 同 時 に 施 工 す る 方 法 で あ る 。 小 面 積 の 場 合 は こ の 方 法 が 簡 単 。
タ イ ル は 透 水 性 タ イ ル を 使 う 場 合 、 使 わ な い 場 合 が あ る 。 目 地 面 積 比 率 を 多 く 取 れ る 場 合
は 目 地 部 で 透 水 さ せ 、 タ イ ル に は 透 水 性 を 持 た せ な く て も 良 い 。 し た が っ て タ イ ル に 透 水
性 が な い 場 合 は 透 水 性 目 地 材 料 を 使 う 。 タ イ ル に 透 水 性 が あ る 場 合 、 目 地 １ ２ は 透 水 性 の
あ る 物 、 な い 物 の 二 通 り あ る 。
（ ２ ） 路 床 １ の 路 盤 砕 石 ２ の 上 に 造 粒 物 層 ３ を 、 敷 き 均 し 、 こ の 硬 化 後 こ れ を 下 地 と し て
、 こ の 上 に 張 付 け 材 料 と し て 未 硬 化 の 造 粒 物 層 ４ を 敷 き 、 直 ち に こ の 上 に タ イ ル を 載 せ 、
叩 き 押 さ え て 張 り 付 け る （ 図 ４ ） 。 従 来 の コ ン ク リ ー ト 直 張 り に 似 た 方 法 。 張 り 付 け 材 料
は 造 粒 物 で も よ く 、 透 水 部 分 を 残 し て の 塗 り 付 け が 出 来 れ ば 通 常 の 張 り 付 け モ ル タ ル で も
良 い 。 タ イ ル 、 目 地 の 透 水 の 有 無 と 両 者 の 関 係 は （ １ ） 項 に 同 じ 。
（ ３ ） 従 来 の コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 下 地 の 場 合 と 同 様 、 ２ 工 程 で 下 地 を 造 粒 物 を 使 っ て
拵 え る 方 法 。 他 は （ ２ ） 項 と 同 じ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 を 応 用 し て 、 透 水 性 や 保 水 性 を 持 っ た 、 或 い は 両 者 兼 ね 備 え た 二 次 製 品 の タ イ ル
化 粧 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、 コ ン ク リ ー ト 床 平 板 等 も 出 来 る 。 成 型 用 の 型 に 透 水 性 タ イ ル
を 置 き 、 造 粒 物 を 投 入 し 、 こ れ を 加 圧 し て 、 脱 型 す る 。 造 粒 物 は 軟 ら か い が 、 流 動 性 は な
い の で 、 低 圧 で 成 型 出 来 、 脱 型 も 硬 化 を 待 た ず 可 能 で あ る 。 な お タ イ ル は 成 型 さ れ た 造 粒
物 ブ ロ ッ ク に 後 か ら 張 り 付 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 造 粒 物 に 、 珪 砂 等 窯 業 用 原 料 の 精 製 時 に 分 離 さ れ る 粘 土 ま じ り の 微 砂 、 通 称 キ ラ を 配 合
す る と 、 造 粒 性 が 格 段 に 向 上 す る 。 配 合 量 は 重 量 比 で ５ ～ ３ ０ ％ で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 陶 磁 器 質 タ イ ル で 仕 上 げ ら れ た 透 水 性 ・ 保 水 性 舗 装 が 可 能 に な る 。 雨 水 が 下
地 側 に す み や か に 吸 収 さ れ る こ と に よ り 、 タ イ ル 面 の す べ り 防 止 に も 役 立 つ 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 タ イ ル 化 粧 さ れ た 透 水 性 舗 装 を 可 能 に す る た め に 、 タ イ ル か ら 下 地 ま で の 系 全 体
を 仕 上 げ 層 と し て と ら え 、 こ れ に 透 水 性 を 付 与 す る こ と で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 実 施 例 で 説 明 す る 。
　 下 記 の 配 合 （ 重 量 比 、 以 下 同 じ ） の 混 合 物 を 作 る 。
普 通 セ メ ン ト 　 ２ ０ 部
５ ． ５ ｍ ｍ 篩 下 川 砂 　 ７ ０ 部
長 石 廃 土 （ き ら ） 　 １ ０ 部
こ れ に 水 を １ ０ 部 程 度 加 え て モ ル タ ル ミ キ サ ー で 練 る と 、 造 粒 さ れ た モ ル タ ル が で き る 。
こ れ を 路 盤 砕 石 上 に タ イ ル １ ～ ３ 列 分 、 仕 上 げ 高 さ よ り ３ ０ ｍ ｍ 程 度 高 く 敷 き 均 し 、 こ れ
に 透 水 用 の 開 口 が 形 成 さ れ た ９ ０ ｍ ｍ 角 １ ５ ｍ ｍ 厚 床 タ イ ル （ 目 地 と も １ ０ ０ ｍ ｍ 、 目 地
巾 １ ０ ｍ ｍ ） を 載 せ 、 仕 上 げ 高 さ （ 砕 石 上 ６ ５ ｍ ｍ ） ま で 叩 き 押 さ え る 。 １ ～ ３ 列 分 張 り
終 え た ら 、 次 の １ ～ ３ 列 分 を 同 様 に し て 張 る 。 以 下 こ れ を 繰 り 返 す 。 陶 磁 器 質 床 タ イ ル の
床 タ イ ル 積 み 上 げ 張 り と 同 じ 方 法 。 目 地 は タ イ ル 面 の 目 地 部 分 か ら は み 出 し た 造 粒 物 を 目
地 コ テ で 軽 く 押 さ え て そ の ま ま 目 地 仕 上 げ と し た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 下 記 の 配 合 （ 重 量 比 、 以 下 同 じ ） の 混 合 物 を 作 る 。
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普 通 セ メ ン ト 　 ２ ０ 部
５ ． ５ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ 砂 利 　 ６ ３ 部
５ ． ５ ｍ ｍ 篩 下 川 砂 　 ７ 部
長 石 廃 土 （ き ら ） 　 １ ０ 部
こ れ に 水 を １ ０ 部 程 度 加 え て モ ル タ ル ミ キ サ ー で 練 り 、 造 粒 コ ン ク リ ー ト を 作 る 。 こ れ を
路 盤 砕 石 上 に 敷 き 、 ト ン ボ で 均 し 、 更 に ６ ０ ０ ｋ ｇ 自 走 式 ロ ー ラ ー で 押 さ え １ ０ ０ ｍ ｍ 厚
に 仕 上 げ る 。 こ の 時 の 造 粒 物 層 の 嵩 密 度 は 約 １ ． ９ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 。 こ れ を 下 地 と し て 例 １
に 示 し た 調 合 の 造 粒 物 を 作 り 、 こ れ を 張 り 付 け 材 料 と し て 、 例 １ と 同 じ タ イ ル を 張 り 付 け
た 。 床 タ イ ル の 圧 着 張 り と 同 様 な 工 法 。 目 地 は 同 じ 造 粒 物 を 詰 め た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 ２ の 造 粒 コ ン ク リ ー ト を １ ０ ０ ｍ ｍ 敷 き 、 こ の 硬 化 後 、 こ の 上 に 例 １ の 造 粒 モ ル
タ ル で ３ ０ ｍ ｍ 厚 さ の 下 地 を 精 度 良 く 拵 え た 。 こ れ に 目 地 共 ５ ０ ｍ ｍ 角 の モ ザ イ ク タ イ ル
を 通 常 の 張 付 け モ ル タ ル で 張 り 付 け る 。 張 付 け モ ル タ ル は 表 紙 貼 り ユ ニ ッ ト タ イ ル の 裏 面
に マ ス ク 張 り 用 の 目 地 部 を 覆 う マ ス ク を 被 せ て タ イ ル 裏 面 に 塗 り 付 け る 。 モ ザ イ ク タ イ ル
の マ ス ク 張 り と 同 じ 。 目 地 に は 透 水 性 目 地 材 （ 造 粒 物 ） を 詰 め る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 縦 横 ９ ０ ｍ ｍ × １ ９ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ １ ５ ｍ ｍ の 透 水 性 タ イ ル を 縦 横 ９ ８ ｍ ｍ × １ ９ ８ ｍ ｍ
深 さ ８ ２ ０ ｍ ｍ の 成 型 型 底 面 に 、 タ イ ル 表 面 を 下 側 に し て 置 き 、 ５ ． ５ ｍ ｍ 篩 下 の 細 骨 材
７ ． ２ 部 、 長 石 廃 土 １ 部 、 普 通 セ メ ン ト １ ． ８ 部 、 水 １ 部 を 加 え て 混 合 し て ５ ｍ ｍ 以 下 に
造 粒 し た 造 粒 物 ２ ｋ ｇ を こ の 上 に か ぶ せ て 、 成 型 物 の 厚 さ が ６ ５ ｍ ｍ に な る よ う 上 下 か ら
加 圧 し 、 脱 型 し て 養 生 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 タ イ ル 化 粧 さ れ た 舗 装 に 透 水 性 ・ 保 水 性 が 付 与 出 来 れ ば 、 透 水 性 の 狙 い の 地 下 水 の 涵 養
、 治 水 対 策 、 街 路 樹 育 成 、 保 水 性 の 狙 い の 都 市 の ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 防 止 に 加 え て 、 タ
イ ル の 外 観 の 良 さ 、 そ の 選 択 の 自 由 度 の 大 き さ か ら 、 都 市 の 景 観 向 上 に 大 き く 貢 献 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 タ イ ル 張 り 仕 上 げ の 断 面 図
【 図 ２ 】 透 水 性 セ ラ ミ ッ ク ブ ロ ッ ク の 施 工 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 実 施 例 の 施 工 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 実 施 例 の 施 工 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 開 口 を 持 っ た タ イ ル 製 品 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 　 路 床
　 ２ 　 　 路 盤 砕 石
　 ３ 　 　 造 粒 物 （ 粗 骨 材 系 ）
　 ４ 　 　 造 粒 物 （ 細 骨 材 系 ）
　 ５ 　 　 透 水 性 タ イ ル
　 ６ 　 　 タ イ ル
　 ７ 　 　 砂
　 ８ 　 　 透 水 性 セ ラ ミ ッ ク ブ ロ ッ ク
　 ９ 　 　 コ ン ク リ ー ト
　 １ ０ 　 下 地 モ ル タ ル
　 １ １ 　 張 付 け モ ル タ ル
　 １ ２ 　 目 地
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　 １ ３ 　 開 口 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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